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☆院内新人オリエンテー
ションプログラム

☆指導者と一緒に１人の患者
を看る
☆ＯＪＴ実施・ケア見学・一部
参加
 ☆日勤のみ・定時に終了

☆受け持ち：前半１～３名：後
半３～４名
☆必ずメンバーがフォロー
☆日勤のみ・定時に終了

☆受け持ち４～６名
☆基本技術の取得状況に合
わせ受け持ち患者の数、重症
度を上げていく

＜記載基準＞
○・・・1人でできる
△・・・助言があればできる
□・・・見学・デモ
該当するマークを赤で塗る
未実施は無記入

日常生活の
援助

排泄

移送・安楽

入院への
援助

退院への
援助

与薬

□△○原則・原理に基づいた
与薬
□△○経口薬の与薬
□△○外用薬の与薬（点眼・
湿布・座薬）

＊静脈注射試験①（合・否）

輸血

酸素療法

吸入

吸引

採血

基本的な進行

☆基本技術の取得状況に合わせて（日勤・夜勤ともに）受け持ち患者の数、患
者の重症度を上げていく
☆必ずメンバーのフォローをつける
☆夜勤オリエンテーション人員＋配置（8月）

☆独り立ち：ただし未取得の技術は確認しなが
ら行う

アウトカム

◎日勤の流れが理解できる
◎基本看護技術（レベルＣ）が7月までに習得できる
◎支援を受けながら、複数の患者を受け持ち、技術を安全に実践できる
◎受け持ち患者に関するケアを見学、一部先輩とともに実践できる
◎５Ｗ１Ｈを含む記録が正しくできる　　◎1年間の進行がわかり今後の目標が立案できる

◎夜勤の流れが理解できる
◎11月までにレベルＣ、Ｂの技術を習得できる
◎支援を受けながら複数の患者を受け持ち11月までに達成のケアを1人で提供
できる
◎受け持ち患者へ必要な技術が先輩看護師とともに実践することができる

◎基本看護技術（レベルＣ）は1人で、（レベル
Ｂ）については先輩とともに安全に実践できる
◎基本看護技術（レベルＡ）を見学できる（実践
できる）
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目

基本看護技術（レベルＣ） 基本看護技術（レベルＢ) 基本看護技術レベル（Ａ)

□△○洗面介助　　　□△○口腔ケア　　　□△○全身清拭　　　□△○陰部洗浄
□△○入浴介助・シャワー浴　　　□△○洗髪　　　□△○手浴　　　□△○足浴
□△○寝衣交換　　　□△○シーツ交換

□△○誤嚥のリスクをアセスメントした上での食事介助（援助）
□△○経管栄養法手順に基づいて安全に実施（栄養剤・流動食の注入）
□△○誤嚥のリスクをアセスメントした上での口腔ケア

□△○便器・尿器を当てる介助　　　　□△○ポータブルトイレでの排泄介助
□△○おむつ交換
□△○留置カテーテル挿入中の観察（尿の性状・量など）

□△○グリセリン浣腸　　　　□△○高圧浣腸　　　□△○摘便
□△○導尿　　　□△○留置カテーテルの挿入と取り扱い

□△○歩行介助　　　□△○車いすでの安全な介助・移送
□△○ストレッチャーでの安全な介助・移送
□△○良肢位の保持　　　□△○ボディメカニクスの知識や技術を用いた体位変換
□△○体温調節方法の実施（熱傷のリスクを考えた温罨法・冷罨法）

□△○自動・他動運動の援助

□△○入院時オリエンテーション　　　□△○転入・転出　　　□△○外出・外泊 □△○夜間の緊急入院の受け入れ

□△○退院時の対応　　　□△○退院時生活指導　　　□△○内服指導
□△○次回外来受診の説明　　　□△○死亡退院　　　□△○死亡退院時の家族への配慮

□△○輸液ポンプの管理　　　□△○シリンジポンプの管理
□△○中心静脈圧の測定
□△○麻薬・非麻薬・向精神薬・毒薬・劇薬の取り扱い

＊静脈注射試験②（５月）に合格したら　（合・否）

□△○皮下注射の準備と実施
□△○皮内注射の準備と実施
□△○筋肉注射の準備と実施
□△○静脈内注射の準備と実施
□△○点滴静脈注射の準備と実施
□△○中心静脈ライン挿入の準備と介助

□△○輸血の種類・血液型・氏名の確認と取扱い
□△○輸血中・後の副作用の観察とバイタルサインの測定

□△○酸素ボンベの取り扱い・残量の計算方法
□△○酸素療法（対象の観察・指示量や加湿・接続の確認）
□△○加湿

□△○輸血の請求、受け取り、保管
□△○輸血実施の準備・確認
□△○観察・記録　　　□△○輸血終了後の廃棄方法
□△○副作用出現時の対応

□△○ネブライザ―
□△○超音波ネブライザ―

□△○口腔内・鼻腔内吸引
□△○気管内吸引
□△○低圧持続吸引

□△○採血検体の取り扱い　　　□△○動脈血採血（血ガス・培養）の準備と検体の取り扱
い
□△○針刺し事故予防

新人看護師教育スケジュールパス
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処置・創傷
管理

検査

手術

症状・生体
機能管理

緊急時

看護展開

□△○必要な情報収集がで
きる

□△○指導下で看護計画に
沿って実施できる
□△○アナムネ聴取で必要な
情報を得ることができる

□△○データベースの記載・
アセスメントができる

記録

□△○温度板に記載できる
（血圧・脈・体温、食事、排泄）
□△○看護必要度の記入が
できる

□△○観察項目に沿って観
察し、記録ができる
□△○施行した内容にサイン
ができる（点滴、ケアシートな
ど）
□△○指導下で看護計画に
沿て実施し、SOAPの記録が
できる

□△○データベースの記載・
アセスメントが記載できる

□△○転倒転
落アセスメント
ができ、記載で
きる
□△○褥瘡発
生リスクアセス
メントができる

□△○カンファ
レンス内容を
基に、看護介
入の記載でき
る

□△○ＩＣに同
席し、ＩＣ内容を
記載できる
□△○患者・
家族の反応を
確認し、記載で
きる

□△○看護サ
マリーの記載
ができる

□△○重症
チャートの記載
ができる

夜間の巡視

接遇

□△○勤務開始時、終了
時のあいさつ
□△○身だしなみを整え
る（髪型、くつ）

感染予防

安全管理

その他（災
害時・ 停電
時

◎日々の記録（毎日）
⇒１週間毎に提出
◎新人チェックリスト

◎日々の記録（毎日）
⇒１週間毎に提出
◎新人チェックリスト
◎チェックリスト評価表
◎3か月の反省※６月末

◎日々の記録（毎日）
⇒２週間毎に提出
◎新人チェックリスト

◎日々の記録
（1週間）
⇒１ヶ月毎に
提出

◎日々の記録
◎６ヶ月の反省
※９月末
◎チェックリスト
◎チェックリスト
評価表

◎日々の記録
（適宜）
◎チェックリス
ト

◎日々の記録
（適宜）
◎チェックリス
ト

◎日々の記録
（適宜）
◎チェックリス
ト
◎チェックリス
ト評価表

◎日々の記録
（適宜）
◎チェックリス
ト

◎１年の反省
※２月末
◎チェックリス
ト
◎チェックリス
ト評価表

◎日々の記録
◎チェックリス
ト

サイン
プリセプタ
―／所属長
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提出物

評価

□△○スタンダードプリコーションが実施できる
□△○洗浄・消毒・滅菌のうち、適切な方法の選択
□△○適切な手洗いの方法
□△○防具用具（ガウン、手袋、ゴーグルなど）の使用方法
□△○使い捨て注射器、注射針、刃などの耐貫通性の専用廃棄容器に廃棄

□△○当院における医療安全管理体制の理解
□△○対象に応じた転倒・転落予防策の実施
□△○対象に応じた抑制ができる
□△○誤薬防止のために手順を守り予薬できる
□△○インシデント・アクシデント事例の報告

□△○災害時の救護区分について
□△○病棟内の防災設備、避難用具について

□△○災害時の対応
□△○停電時の対応

□△○巡視の目的が分かる　　　□△○方法がわかる
□△○注意点がわかる　　　□△○巡視ができる
□△○巡視後の報告ができる

□△○患者に勤務交代の時のあいさつができる
□△○白衣着用のルールを守る
□△○患者、家族、訪来者に丁寧に声をかけることができる
□△○電話の対応

□△○意識レベルの観察
□△○呼吸状態の観察
□△○脈拍の観察
□△○チームメンバーへの応援要請
□△○救急カートの場所と物品内容の把握

□△○気管確保
□△○口腔内の観察と異物除去
□△○人工呼吸の準備と方法
□△○心臓マッサージ
□△○除細動器の準備と必要性の把握

□△○気管内挿管の準備と介助
□△○人工呼吸器の操作
□△○人工呼吸器装着中の患者のケア・気管
切開患者のケア

□△○看護診断・ＮＩＣ・ＮＯＣ・が選択できる
□△○看護計画が立案できる　　　　　　　　　□△○実践した看護の記録ができ
る
□△○看護計画を患者・家族に説明できる　　□△○評価・修正ができる

□△○記録自己監査ができる

□△○心電図（１２誘導）の測定

整形外科　□△○術前の看護　　　□△○術直後の看護　　　□△○術後の看護
外科　　　　□△○術前の看護　　　□△○術直後の看護　　　□△○術後の看護
眼科　　　　□△○術前の看護　　　□△○術直後の看護　　　□△○術後の看護

□△○呼吸・脈拍・体温・血圧を正しく測定
□△○呼吸・脈拍・体温・血圧測定値の評価、記録と報告
□△○症状・病態を正確に観察

□△○心電図（１２誘導）の測定

項
　
　
　
目

□△○創傷（手術創も含む）処置の介助と観察
□△○除毛
□△○膀胱洗浄

□△○褥瘡の処置と介助
□△○胸腔ドレナージ
□△○穿刺（胸腔・腹腔・心膜腔・骨髄・腰椎）
□△○ストーマ管理

□△○ＳＡＴモニター　　　□△○心電図モニター　　　□△○痰培養
□△○血糖測定（デキスター）　　□△○一日血糖測定（ターゲス）　　□△○Ｘ線・一般撮影
□△○各種尿検体の採取　　　□△○各種便検体の採取　　□△○エコー
□△○造影検査　　□△○ＭＲＩ　　□△○内視鏡検査（上部・下部・気管支）




